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12)腫喝生検によ i･)A-Pshunt.を生 し ､j J _ と 考

えられた肝細胞癌の 1例
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症例は50才の男性.昭和57年より.慢性肝炎及び糖尿

病との診断にて加療を受けていた.平成2年7札 近医

入院中に,超音波検査にて,肝左薬外側区域 (S2)に.

直径 1cm の高エコ-厳癌を認めた.画像診断では確

診がつかず,超音波下生検を施行したが,異形成は認め

られたものの,肝細胞癌とは診断できず,経過観察とし

た.同年10札 S2の膝癖が.直径 1.5C111と増大した

ため,11月7日,再生検を施行し,肝細胞癌の診断となっ

転科とな一‥､たが,転科後に施行した肝動脈造影にて.生

検が原因と考えられる ATP シャソトが認められたため,

肝癌の末櫓-の転移の可能性を考え,肝左葉外側区域切

除術を施行した.手術所見では,S2束縛に,小さな転

移巣を認めた.文献的にも,肝生検において,比較的高

頻度に,A-P シャソトが生じる寮が示唆されたため,

注意を促す意味も含めて,報告した.

13)多発性肝転移を伴 った十二指腸球部か レチ
ノイ ド腫埼〔ハ1桝
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約10年間経過観察され,多発性肝転移をきたした十二

指腸球部カルチノイドを経験したので報告する.症例は

39才女性,主訴は上腹部不快感.昭和56年に前記主訴に

て近医受診し,uGlにて十二指腸球部iこ隆起性病変を

指摘され 内視鏡検査施行.F生検にて nomalignancy

cこて経過観察とな-,､た.LTGI再検にて隆起性病変L')堰

大を認めたため.平成3年4月15日精査,加壕目的にて

当科紹介となった,当科における内視鏡下生検をこて,カ

ルチノイドと診断され精査を進めた,CT にては肝転移
所見は認め1､.)れなかったが,血管造影にて,肝内に多発

性の浪染像を認め.カノLチ/1'ド陣場の肝転移と診断し

た.平成3年5月10日,病変部を含めて2:二律ぎ切除術と

肝動脈挿管術を施行した.病理所見では′ト型円形細胞が

小胞巣を形成する力′しチ/イド腫轟で深速度 pm,りン

461

べ節にも転移を認めた.ゲりメりりて染色,て･.,､/ン･

7ナンタン染色陽性で,電顕iこて細胞質内に分泌取粒を

認めた.

14)術前をこ診断 し得た小勝癌の ま例
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症例は.54歳,女性.:ii-成2年12F~i､心窟部痛出現し

たたれ 近臣受診.アミうー一七 CA 19･--9の異常値を

指摘され 当院受診.超音波検査で,肺休部に hyp()e-

choicmasslesionを.n'で同部に 10wdensityarea
を認めた.ERI)では,Ⅵ･riI･sullg管は,陣休部で断裂.

血管造影では,明らかな異常は指摘できなかった.2月

18日.陣体尾部切除および陣摘出術施行.占拠部位 Pb,

大きさ2×1.7ゝこ1.3cl11,tumorfonnillgty肝,StageI

(Tl,N(冊),SO,RpO,PVO)の癌を認め,組織型は
cribt･iforTl･ladenocareinomaであった.今後.′ト肝癌

例発見のために,腹部症状を有する患者をこ対しては,常

に鰐癌を念頭におき,血清酵素,鷹虜マ-カの測定を行

うと同時に,入念な画像検査が必要と思われた.

15う温熱療法を始めとする襲撃的治療法によ り
著明な縮小を認めた牌癌の i例
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温熱療法を始めとする薬学的治療法により著明な縮小

を認めた陣痛Lr)1例を呈示した.

症例は74鼠 男性.上腹部痛.食思不振.体重減′i;1･こ

て受畝 肺休部を中心とする肺癌と診断し,5-FU.MMC

併用温熱療法を遇に1回施行, あわせて放射線療法を

1日2Gy施行.またその治墳中.血管造影iこて hn4C

IOmgを oneshot動注した. その結果.自覚症状の

改善と上もに,血液検査では CA 19-9が最高 305単

位より次第をこ斬減し,ALP を始めとする胆道系酵素の

低下を認め,温熱療法終了後にはいずれも正常化し,ま

た,CT,血管造影などの画像診断でも経癌の著明な縮
小を認めた.このことから,本例のように治療法の蔽合

せなどにより肝癌に対しても温熱療法は陳腐縮小効果を

得ることも可能と考えられた.


